
応急対策としては、補修時に、はつり落としにより穴が空いている箇所や詳細調査によって覆工厚が著しく不足してい
ることがわかった範囲に対して、応急的にFRPメッシュを設置し、剥落防止対策を実施する。

写真-3.1.1 等辺山形鋼等による応急対策事例

（１）応急対策（案）
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トンネル補修の考え方（覆工コンクリート厚）



・恒久対策方針（案）としては、地山と鋼アーチ支保工、吹き付けコンクリート、ロックボルト、覆工コンクリートを密
着させ、一体化できるようセメント系の材料で空洞を充填する対策の検討を進める。
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（２）恒久対策方針（案）

トンネル補修の考え方（覆工コンクリート厚）


